
 

 

◆ 1．基幹公共交通のサービス水準の方向性 

 

 

 

 

(１)サービス水準の検討項目 

■現在公共交通を利用していない人でも、サービス等が改善されれば公共交通を利用する意識は伺える。 

■現状は、少なくとも公共交通が使える状況にない（路線がない、時間が合わない）ことが、公共共通利用の

少なさの大きな要因の一つ。 

■根本的なサービスとして、「①路線提供」、「②運行時間帯」、「③運行本数」はニーズに応じた確保がなされ

なければならない。 

■提供されるサービスとして、「④定時性」がある程度保障される必要がある。 

■提供するサービスとして、「⑤運賃」は需要の創出に繋がるものとする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)利用者ニーズからみたサービス水準 

■運行日：毎日 

■運行本数 ：１本／時以上 

■運行時間帯：始発６時台～  最終 21 時台（都心部から近いほど遅い時間帯までを望む） 

   ⇒これらは旧町村地域の意見であるため、都市部では異なる可能性はある。 

   ⇒サービスレベル的には低い側の基準と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非バス利用者－運行頻度要望（運行日）
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非バス利用者－運行頻度要望（運行本数）
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非バス利用者－運行時間帯要望（始発）
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バス利用者－運行頻度要望（運行日）
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非バス利用者－運行時間帯要望（最終）
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バスの非利用主要因
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バス路線がない バスが運行しているか知らない 乗りたい時間に運行していない

自分で自動車等を運転できる 家族が自動車で送迎してくれる バスを利用するほどの距離へ外出しない

料金が高い バスのサービスレベルが低い その他
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運行ルートが利用しやすい 自宅から停留所が近い 運行本数が多い 料金が安い

乗りたい時間に運行している バス以外に移動手段がない その他

非バス利用者利用意識
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計

満足度 まあまあ満足 どちらでもない どちらかと言えば不満 不満

バス改善要望
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計

運行日 運行本数 運行時間帯 運賃 支払い ルート

遅延 バス停不便 分かりにくい 乗り心地 乗降り 他

・ 今後の詳細な検討に向けて、検討すべき要点を抽出するために、アンケート調査等を用いて、市民や利用

者の公共交通ニーズを概観する。 
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(３)旧豊田市内のサービス水準（運行本数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）～（３）の現状を踏まえ、サービス水準については、平成 18 年度当初に社会実験を実

施し、その分析結果等を踏まえて総合的に検討し、決定する予定。 
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【豊田市生活交通確保基本計画より】 

・ 旧豊田市内においては、民間バス路線の現状の運行本数、利用者数から分析し、ピーク時２本以上、

オフピーク時１本以上を目安としていた。 



 

◆ 2．今後の進め方 

 

【今年度の調査項目と流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次年度の調査項目と流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 人の動き調査（旧町村部）の集計分析 

・ バス利用実態調査の実施と集計・分析 

・ バス利用者アンケート調査の実施と集計分析 

・ 交通実態と住民ニーズの把握 

・ 交通圏の将来都市像の設定 

・ 交通課題の整理 

・ 基幹交通ネットワーク（素案）の作成 

・ 実現化のための基本方針設定 

【関連上位計画】 

・ 豊田市新市建設計画 

・ 生活交通確保基本計画 等 

・ 対象の考え方 

・ 豊田市の現況把握 

第
３
回
会
議 

第
４
回
協
議
会 

第
１
回
会
議 

【次年度】 

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
メ
ン
ト
の
実
施 

・ アウトカム指標の設定 

豊田市公共交通基本計画策定 

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
メ
ン
ト
の
実
施 

・ 基幹交通ネットワークの形成、サービス水準の決定 

・ 社会実験、事例調査等 
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・ 利用促進策と結節点整備の検討 

・ 基本計画素案の作成 

・ 端末交通確保の検討 




